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修士論文要旨
問題と目的
　「ＡならばＢ」という関係を学習した後，学習することな
く「ＢならばＡ」の関係を示したとき，対称律が成立した
という。対称律成立と語彙爆発の時期がほぼ同時であるこ
とから（Bate et al.,1994;Lipkens et al,1993），対称律
成立は語意学習に重要な役割を果たしていると考えられる
（佐藤，2008;山崎他，2008）。成人の視覚刺激の対称律使
用時，前頭皮質（Prefrontal cortex : PFC）と下頭頂小葉
（Inerior parietal lobule : IPL）が活動する（Dickins et 
al2000;Ogawa et al2010）。しかし，聴覚刺激の対称律
使用時も同様の脳活動となるかは明らかでない。また，子
供で同様の実験を行うとすると先行研究の刺激は子供には
弁別が難しいと考えられる。
　よって本研究は，刺激の特徴が異なっても対称律使用に
共通の神経基盤があるか確認することを目的とした。
研究１　刺激のモダリティが脳活動に及ぼす影響
方法
　実験刺激　視覚刺激はOgawa et al.（2010）と同じ平面
図形，聴覚刺激は0.5秒の純音を用いた。
　実験手続き　実験は，右利きの健常な大学生及び大学院
生を対象に簡易防音室内にて２日間行われた。１日目はト
レーニング実験Ⅰ，２日目はトレーニング実験ⅡとNIRS
実験が行われた。トレーニング実験では，実験参加者は恣
意的見本合わせ訓練を行った。課題は，見本刺激が聴覚刺
激で比較刺激が聴覚刺激のAA課題，見本刺激が聴覚刺激
で比較刺激が視覚刺激のAV課題，見本刺激が視覚刺激で
比較刺激が聴覚刺激のVA課題，見本刺激が視覚刺激で比
較刺激が視覚刺激のVV課題の４種類であった。正答率が
90％に達した課題のみNIRS実験を行った。NIRS実験で
は，実験参加者は学習したことをふまえ，見本刺激が提示
された後，正答となる刺激を思い浮かべ，その刺激が後に
表示される比較刺激と同じなら○，異なるなら×のボタン
を押すよう教示された。近赤外線分光法（Near-infrared 
spectoscopy : NIRS）（ETG-4000日立メディコ）を用い
て脳活動を計測した。control条件では学習済みの関係を
思い浮かべている時の酸素化ヘモグロビン濃度長変化
（Oxy-Hb），task条件では対称律使用時のOxy-Hbを計測
した。
結果
　行動成績　各課題の対称律使用時の正答率がチャンスレ
ベル以上であることを確かめるため，各課題の対称律使用
時の正答率及び，チャンスレベル（50％）を逆正弦変換し
た値で，対応のある t検定を行った。結果，AV・ VV課題
はチャンスレベルより正答率が高く（p<.05），AA・VA課題
はチャンスレベルと正答率に有意な差はなかった（p>.05）。
　脳活動　task条件からcontrol条件のOxy-Hbを引くこ
とで得られたOxy-Hbのピーク値と安静時のOxy-Hbの値
を用いて対応のある t検定を行った後，BH法で多重比較補
正を行った（Singh et al.,2006）。行動成績よりAA，VA
課題は対称律を使用できていないため，VV，AV課題のみ
解析を行った。結果，VV課題にて左右PFC（p<.05）と左
右IPL（p<.01）に活動が見られた。
考察
　AV課題にてPFCとIPLでの脳活動が観察されなかった
のは実験参加者数とcontrol条件の違いによると考えた。
研究２　刺激の弁別のしやすさが脳活動に及ぼす影響
方法
　実験刺激　視覚刺激は，Werker et al.,（2002）と似た
無意味立体図形。聴覚刺激は小林（1998）と似た0.5秒２
モーラの無意味日本語音声とした。
　実験手続き　研究１と同様である。
結果
　行動成績　研究１と同じ解析を行った結果，全ての課題
でチャンスレベルよりも正答率が高かった（p<.01）。
　脳活動　研究１と同じ解析を行った結果，AA・VV課題
にて左右PFCと左IPLに活動が見られ（p<.05），AA課題の
み右IPLに活動が見られた（p<.05）。
考察
　対称律使用時には，VV・AA課題の両方で活動が見られた
ことより左IPLと左右PFCの活動が重要である可能性が示さ
れた。AV・VA課題にて活動が見られなかったのは，課題が
簡単すぎた可能性とcontrol条件の違いがあると考えた。
総合考察
　刺激の特徴が変化したとしても，対称律使用時における
共通の神経基盤として左IPLと左右PFCが示されることが
一部確認された。今後は課題の難易度を調整，実験参加者
数の確保する必要がある。また，子供も同様の脳活動を示
すかを明らかにすることで，対称律成立と脳活動の関係性
を明らかにすることが望まれる。
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